
施策評価シート（平成28年度評価実施） 担当部課名 関連部課名

安全で快適な魅力あるまちづくり【都市基盤・安全】

河川・排水

施策が目指す蒲郡市の将来の姿

●自然環境に配慮した河川改修により、うるおいとやすらぎを感じられる水辺空間になっています。

●豪雨や高潮災害に強いまちになっています。

◆具体化した施策の取り組み実績

1　準用河川・普通河川の改修の推進

2　二級河川の改修の推進

3　親水性・自然環境に配慮した河川の整備

4　排水施設の整備・拡充

5　浸水対策の推進

平成27年度実績 平成28度計画

項目 平成26年度実績

設計委託　1,620千円

工事　47,781千円

落合川河川改修事業

(整備計画延長L=1,800m)

-

-

-

詳細設計委託　12,636千円

高潮対策施設整備事業 工事(樋管0箇所)　0千円

江畑排水路整備事業(整備計画

延長L=494mの内117m施工済)

-

項目 平成26年度実績

西田川河川改修事業

(整備計画延長L=1,500m)

平成27年度実績 平成28度計画項目 平成26年度実績

施策名

0

尺地川河川改修事業

(整備計画延長L=220m)

0

平成28度計画

0

平成26年度実績 平成27年度実績

建設部

土木港湾課

上下水道部

下水道課

用地補償（先行）　7,416千円 用地補償等　48,000千円

災害に強い安全な河川にするために、関係機関との連携による計画的な河川・排水施設の整備、局地的な豪雨や高

潮などへの対応能力の強化を図るとともに、潤いのある水辺環境を形成するために、河川の親水性の向上や、住民と

の協働による河川愛護などの取組を推進します。

硯川河川改修事業

(整備計画延長L=240m)

0 基本設計委託　5,778千円

項目

基本目標

羽栗排水路整備事業

(整備計画延長L=280m)

工事L=11m　19,000千円

補償　600千円

項目 平成26年度実績

河川愛護活動（参加人数） 参加者　343名

下水道事業（雨水）

(事業認可区域面積A=1,396haの内

816.85ha施工済)

整備面積Ａ＝1.15ha

平成27年度実績 平成28度計画

参加者　454名 参加者予定　350名

整備面積Ａ＝0.48ha -

- －

平成27年度実績 平成28度計画

補償　2,760千円 -

工事(樋管0箇所)　0千円 工事(樋管10箇所)　3,000千円



◆評価指標

◆指標の説明・考え方

◆指標の分析

◆今後の方針
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平成26年度 平成27年度 平成28年度

0

0

平成32年度

準用河川・普通河川の改修

工事延長進捗率

目標値

100%

将来目標指標名 区分

二級河川の改修

工事延長進捗率

目標値

15.80% 33%

平成32年度

51.29%

実績値

実績値

実績値

0

15.80% 15.80%

58.63%

100%

平成32年度

目標値

100%

58.63% 平成32年度

下水道事業（雨水）

雨水施設整備率

目標値

実績値

51.29% 51.29%

58.60%

　準用河川・普通河川については、現在、市域整備率約93%と高いため、主に維持管理業務を行っています

が、尺地川及び硯川の２河川については、緊急の対応が必要なため整備を行っていく。愛知県施工の二級

河川については、計画的に工事が進捗している。排水施設の整備については、浸水箇所や排水不良箇所

を中心に計画立案し整備を行っている。

　準用河川・普通河川の市域整備率９３％については、過去の整備実績の累計を表しているが、降雨確

立等の基準に照らし合わせると、河川断面の不足となる箇所が多々あると思われます。これらを解析し、

いかに有効的に整備を進めていくか検討する河川整備計画の作成が必要です。また、浸水箇所等につ

いては、河川整備計画に合わせて排水路整備計画を作成する必要があります。

その他排水路整備

工事延長進捗率

指標名 説明・考え方

工事延長進捗率

工事施工済延長÷整備計画延長×１００　（％）

雨水施設整備率

雨水施設整備済面積÷事業認可区域面積×１００　（％）

　現在急務となっている事業については、すみやかに事業の進捗を図る。

　また、東日本大震災や近年のゲリラ豪雨等により、基準の見直しや国の施策の動向、及び愛知県のご

指導等も頂きながら、河川整備計画、排水路整備計画及び高潮対策整備計画等を作成し、緊急度の高

いものから計画的に整備を行っていく。

　この計画作成に当たっては、親水性や自然環境との調和等も考慮し、河川愛護活動の促進方策も合わ

せて検討していきます。



施策の

進め方

Ｂ：一部見直しが必要である。

 今後の河川・排水の維持管理及び計画作成には、ＧＩＳｼｽﾃﾑへの参入が必要になり、そ

のためには、現状の台帳整備が必要です。さらに維持管理面については、長寿命化計画

の作成、能力不足箇所については、個々の改修計画作成及び改修工事へと進みますの

で、まだまだ、多額の財源が必要になります。財源確保に向け、国、県との調整が早期に

必要となります。

部長評価

課長評価

構成事業の

進捗状況

Ｂ：おおむね計画どおり進行している。

施策の

進捗状況

Ｂ：目指す将来像実現に向けておおむね計画どおり進行している。

コメント

　県管理河川である西田川と落合川については、事業が動き出しましたので、蒲郡市も愛

知県への地元調整等、事業協力を積極的に行い、県市一体となって事業進捗を図っても

らいたい。

　蒲郡市管理の河川や排水路については、国が進めている「インフラ長寿命化基本計画」

に基づき、台帳整備、現状調査を行い、補助事業に対応できる改修計画を策定し、財源確

保と共に早期実施を図りたい。

コメント



施策に属する事務事業一覧

3-7

土木港湾課

322

側溝路側整備事業

54,516 4,649 0.82 Ａ

エ

－ ×

3-7

土木港湾課

328 河川改良・維持整備事業 16,190 2,610 0.46 Ａ

ウ

－ ○

3-7

土木港湾課

329 排水路整備事業 11,264 2,612 0.41 Ａ

エ

－ ○

総合

計画

所管課

番号 事　　業　　名

人件費を除く

事業費(千円)

人件費

(参考)

(千円)

人工

総合

評価

事業の

種別

市長

ﾏﾆﾌｪｽﾄ

実施

計画


